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配
を
特
徴
と
す
る
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
秩
序
に
対
す
る
脅
威
と
描
く
。

　

こ
う
し
た
議
論
は
、
欧
米
の
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
中
国
の
投
資
を
受

け
入
れ
る
用
意
の
あ
る
開
発
途
上
国
の

視
点
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

中
国
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
表
現
は
、

多
く
の
欧
米
諸
国
が
自
ら
の
経
済
的
利

益
の
た
め
中
国
と
貿
易
し
、
そ
れ
に
依

存
す
る
と
い
う
事
実
を
軽
視
す
る
。
さ

ら
に
、
欧
米
列
強
の
興
隆
が
資
源
探
査
、

土
地
収
奪
、
奴
隷
制
を
含
む
劣
悪
な
労

働
慣
行
を
と
も
な
っ
た
長
い
歴
史
を
見

落
と
し
て
い
る
。

●
中
国
の
「
資
源
外
交
」

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
成
長
す
る
中

国
経
済
を
動
か
し
続
け
る
た
め
、
中
国

は
世
界
各
地
で
天
然
資
源
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
確
保
す
る
努
力
を
行
っ
て
き
た
。

資
源
開
発
へ
の
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
、
と

り
わ
け
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

　

中
国
の
経
済
成
長
と
グ
ロ
ー
バ
ル
パ

ワ
ー
と
し
て
の
台
頭
は
天
然
資
源
へ
の

食
欲
を
生
み
だ
す
。
こ
こ
に
飢
え
る
竜

に
食
べ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
過

去
二
〇
年
間
に
資
源
開
発
を
目
的
と
す

る
中
国
の
外
国
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）

が
増
加
し
て
き
た
。

　

資
源
開
発
に
お
け
る
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ

の
増
加
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
を
含
む
多
く

の
開
発
途
上
国
に
多
く
の
収
入
を
提
供

す
る
。
中
国
の
投
資
を
さ
ら
に
魅
力
的

に
す
る
の
は
、
援
助
や
信
用
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
と
も
な
い
、
ま
た
、
欧
米
政
府

や
欧
米
を
基
盤
と
す
る
国
際
機
関
が
そ

の
援
助
や
借
款
に
付
す
厳
し
い
条
件
を

課
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
と
り

わ
け
欧
米
諸
国
は
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
拡
大
に
懸
念
を
も
つ
。
北

京
の
外
交
政
策
の
延
長
と
拡
張
主
義
者

的
な
戦
略
を
示
す
も
の
と
受
け
と
め
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
国
は
、

中
国
を
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同
盟
国
の
支

中
央
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ

ナ
ダ
で
増
加
し
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て

「
必
要
な
法
的
・
行
政
的
手
段
、
優
遇

的
な
金
融
ア
ク
セ
ス
と
外
交
的
支
援
を

与
え
ら
れ
た
」（
参
考
文
献
①
）
国
有

企
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自
国
産

業
の
市
場
と
資
源
供
給
を
確
保
す
る
た

め
の
北
京
の
「
対
外
進
出
」
戦
略
の
一

部
で
あ
っ
た
。
こ
の
外
交
政
策
と
資
源

抽
出
（extraction

）
の
交
差
が
中
国

の
「
資
源
外
交
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
「
資
源
外
交
」
に

つ
い
て
は
多
様
な
見
方
が
あ
る
。
欧
米

で
は
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
中

国
の
政
策
と
戦
略
は
、
そ
の
外
交
政
策
、

と
り
わ
け
開
発
途
上
国
に
対
す
る
外
国

援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
借
款
の
提
供
と
結

び
つ
い
て
い
る
、
と
主
張
さ
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
米
国
外
交
政
策
評
議
会
バ

ー
マ
ン
（Ilan Berm

an

）
副
議
長
は
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
増
加
す
る
中
国
投

資
に
つ
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
が
目
に
し

て
い
る
の
は
単
な
る
経
済
ゲ
ー
ム
で
は

な
い
。
そ
れ
は
政
治
的
お
よ
び
戦
略
的

な
底
意
を
も
っ
た
経
済
ゲ
ー
ム
で
あ

る
」
と
発
言
し
た
（
参
考
文
献
⑦
）。

　

他
方
、
多
く
の
開
発
途
上
国
は
中
国

か
ら
の
投
資
が
価
値
の
あ
る
代
替
的
な

収
入
源
だ
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
ガ
バ

ナ
ン
ス
や
人
権
に
つ
い
て
成
績
の
悪
さ
、

あ
る
い
は
単
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い

を
理
由
に
欧
米
諸
国
か
ら
経
済
的
・
政

治
的
に
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
国
々
に
と

っ
て
、
中
国
の
投
資
は
こ
と
の
ほ
か
価

値
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ケ
ニ
ア
の
カ
マ
ウ
（M

acharia K
am

-
au

）
国
連
大
使
は
、
ア
フ
リ
カ
に
対

す
る
中
国
の
経
済
的
関
与
の
増
大
に
対

す
る
懸
念
は
誇
張
さ
れ
て
お
り
、「
ア

フ
リ
カ
は
中
国
の
機
会
を
う
ま
く
活
用

し
て
き
た
」
と
主
張
し
た
。
彼
は
、
さ

ら
に
「
中
国
は
原
材
料
を
探
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
製
造
業
、
イ
ン
フ
ラ
、

建
設
に
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
。（
中

略
）
中
国
は
ア
フ
リ
カ
に
や
っ
て
き
て
、

そ
し
て
実
際
に
こ
の
大
陸
を
変
化
さ
せ

る
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い

る
」（
参
考
文
献
⑧
）
と
述
べ
た
。

　

中
国
は
、
多
く
の
開
発
途
上
国
が
貿

易
自
由
化
圧
力
か
ら
特
恵
貿
易
取
極
を

失
う
な
か
で
、
開
発
途
上
国
の
輸
出
に

と
っ
て
代
替
的
市
場
で
も
あ
る
。
た
と

え
ば
、
ロ
メ
協
定
の
終
了
の
結
果
、
Ｅ

◤特　集◢
太平洋島嶼国の

持続的開発と国際関係
　

竜
に
え
さ
を
や
る

―
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
中
国
と
天
然
資
源
開
発
―

タ
ル
チ
シ
ウ
ス
・
カ
ブ
タ
ウ
ラ
カ
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Ｕ
市
場
へ
の
特
別
の
ア
ク
セ
ス
を
失
っ

た
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
、
太
平
洋
諸
国

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
と
っ
て
、
中
国
の
投
資

が
代
替
的
な
収
入
源
と
な
る
。

　

資
源
開
発
へ
の
中
国
の
投
資
は
、
開

発
途
上
国
だ
け
で
な
く
、
資
源
依
存
経

済
を
も
つ
先
進
国
に
と
っ
て
も
価
値
が

あ
る
。
ド
ラ
イ
ス
デ
ー
ル
と
ハ
ー
ス
ト

は
、
中
国
の
資
源
消
費
が
い
か
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
に
影
響
を
与
え
た
か

を
よ
く
示
す
。「
一
九
九
九
年
に
は
中

国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
源
輸
出
の

五
％
未
満
で
、
日
本
が
二
三
％
で
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
が
経
ち
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
源
貿
易
の
成
長
は
完

全
に
中
国
に
集
中
し
た
」（
参
考
文
献

④
、
八
ペ
ー
ジ
）。

　

他
方
、
天
然
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
中
国
の
試
み
は
、

経
済
的
必
要
だ
け
で
な
く
、
中
国
が
政

治
的
・
戦
略
的
な
影
響
力
を
ふ
る
う
た

め
の
国
家
的
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
動
機

づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
主
張
が
あ

る
（
参
考
文
献
⑨
、
三
〇
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
認
識
は
、
部
分
的
に
は
中
国
の
資

源
開
発
目
的
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
関
わ
る
企
業

の
大
半
が
国
有
企
業
で
あ
る
と
い
う
事

実
に
よ
る
。
多
く
の
論
者
は
、
中
国
の

天
然
資
源
開
発
投
資
す
べ
て
が
中
央
政

府
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
、
か
つ
北
京
が

指
令
す
る
特
定
の
政
策
・
活
動
枠
組
み

の
な
か
で
動
い
て
い
る
と
想
定
す
る
。

と
り
わ
け
欧
米
の
学
界
・
政
策
・
メ
デ

ィ
ア
の
言
説
は
、
中
国
は
そ
の
経
済
成

長
を
推
し
進
め
、
世
界
で
政
治
的
・
戦

略
的
な
大
国
と
な
る
た
め
、
資
源
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
統
制
に
乗
り
出
し
て
い
る
、

と
い
う
脅
威
論
に
か
た
む
く
。

　

し
か
し
、
注
意
深
い
研
究
は
、
国
が

音
頭
を
と
っ
た
一
枚
岩
の
戦
略
を
否
定

し
、
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
明
ら
か
に

す
る
。
た
と
え
ば
、「
中
国
の
人
民
、

中
国
政
府
、
中
国
企
業
は
決
し
て
一
枚

岩
の
存
在
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
他
国

と
の
相
互
関
係
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る

多
様
な
利
益
、
見
解
そ
し
て
価
値
を
代

表
す
る
」（
参
考
文
献
⑭
、
二
一
八
ペ

ー
ジ
）
と
い
う
。
ま
た
、
中
国
投
資
家

の
行
動
は
「
受
入
国
の
法
的
、
文
化

的
・
社
会
的
規
範
」（
参
考
文
献
⑭
）

な
ど
の
諸
要
因
に
影
響
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
受
入
国
は
、
中
国
の
政
治
、
文
化
、

需
要
と
同
じ
く
ら
い
に
中
国
投
資
家
の

活
動
に
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、
中
国

企
業
は
新
た
な
状
況
や
要
求
に
適
応
し

変
化
し
て
お
り
、「
中
国
の
国
有
企
業

の
企
業
統
治
は
次
第
に
市
場
的
規
律
に

よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
へ
と
進

化
し
つ
つ
あ
る
」（
参
考
文
献
④
、
三

二
ペ
ー
ジ
）
と
も
論
じ
ら
れ
る
。

　

中
国
が
世
界
を
「
乗
っ
取
り
つ
つ
あ

る
」
と
す
る
脅
威
論
に
は
メ
デ
ィ
ア
か

ら
も
異
論
が
出
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
は
、「
中
国
を
ア

フ
リ
カ
に
お
け
る
〔
新
植
民
地
主
義
〕

と
し
て
語
る
の
は
大
袈
裟
だ
ろ
う
。
中

国
の
影
響
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
が
、
そ
の
関
与
は
帝
国
的
で
は

な
く
、
商
取
引
的
で
あ
る
」（
参
考
文

献
⑤
、
四
五
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
。

　

政
治
的
・
経
済
的
な
新
興
大
国
と
し

て
、
中
国
が
世
界
各
地
で
天
然
資
源
へ

の
ア
ク
セ
ス
と
統
制
を
追
求
す
る
の
は

特
異
な
こ
と
で
は
な
い
。
一
八
世
紀
～

一
九
世
紀
の
欧
州
列
強
の
拡
張
は
、
大

部
分
が
世
界
各
地
に
お
け
る
資
源
探
査

で
あ
り
、
植
民
地
化
、
土
地
収
奪
、
奴

隷
制
を
含
む
劣
悪
な
労
働
慣
行
を
も
た

ら
し
た
。
長
い
歴
史
的
文
脈
の
な
か
に

位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
中
国
が
世
界
各

地
で
資
源
に
ア
ク
セ
ス
し
、
統
制
し
よ

う
と
す
る
の
は
決
し
て
独
特
な
も
の
で

は
な
い
。
こ
う
言
っ
た
と
し
て
も
、
南

シ
ナ
海
と
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の

自
己
主
張
の
経
済
的
・
戦
略
的
含
意
に

関
心
を
も
つ
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ

ト
ナ
ム
（
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同

盟
国
）
に
と
っ
て
は
気
が
晴
れ
る
も
の

で
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
三

年
の
米
中
首
脳
会
談
に
お
け
る
習
近
平

国
家
主
席
の
「
広
大
な
太
平
洋
に
は
合

衆
国
と
中
国
と
い
う
ふ
た
つ
の
大
国
に

十
分
な
空
間
が
あ
る
」（
参
考
文
献
⑤
、

四
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
発
言
は
、「
西

太
平
洋
」
を
中
国
が
正
当
な
勢
力
圏
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。 

　

中
国
の
資
源
開
発
投
資
へ
の
批
判
と

し
て
よ
く
提
起
さ
れ
る
別
の
問
題
は
、

そ
れ
が
脆
弱
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
対
立
、

環
境
破
壊
、
劣
悪
な
労
働
慣
行
を
助
長

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
国
は
受

入
国
の
国
内
事
項
へ
の
「
不
干
渉
政

策
」
を
採
用
し
、
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同

盟
国
が
遠
ざ
け
る
国
に
さ
え
も
投
資
を

行
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
が
二
〇
〇
六
年

の
ク
ー
デ
タ
後
に
フ
ィ
ジ
ー
政
府
に
対

す
る
開
発
援
助
の
多
く
を
停
止
す
る
と
、

フ
ィ
ジ
ー
は
中
国
と
の
関
係
を
強
化
し

た
（
参
考
文
献
②
）。

　

中
国
へ
の
天
然
資
源
の
輸
出
が
国
内

対
立
を
悪
化
さ
せ
、
人
権
に
影
響
を
与

え
る
と
い
う
主
張
を
争
う
学
者
も
あ
る
。

マ
イ
ヤ
ー
ソ
ン
ら
は
「
天
然
資
源
の
ア

メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
輸
出

の
効
果
と
比
較
し
、
経
済
成
長
へ
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
は
中
国
へ
の
輸
出
に

固
有
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
驚
く
べ
き

こ
と
に
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

輸
出
は
、
人
権
に
対
す
る
悪
影
響
で
は

同
じ
で
あ
る
」（
参
考
文
献
⑩
、
四
ペ

ー
ジ
）
と
結
論
す
る
。

　

他
の
論
者
は
、
中
国
は
「
壊
れ
や
す
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い
超
大
国
」（fragile superpow

er

）

（
参
考
文
献
⑬
）
で
あ
り
、
そ
の
成
長

が
一
時
的
な
も
の
だ
と
す
る
。「
中
国

の
現
在
の
資
源
へ
の
食
欲
は
実
際
に
弱

ま
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
突
然
に
起
こ
り

得
る
。
天
然
資
源
を
人
的
資
源
の
発
展

の
た
め
に
賢
く
使
い
、
強
靱
性
を
築
き
、

自
ら
の
経
済
を
多
様
化
し
て
き
た
国
々

は
、
中
国
の
需
要
の
低
迷
に
耐
え
得
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
、
漕
ぎ
出
さ
な
か
っ
た
者

に
は
、
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ

ク
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
」（
参
考
文

献
⑪
、
一
〇
ペ
ー
ジ
）。

　

こ
の
主
張
は
、
中
国
が
国
内
に
数
多

く
の
課
題
を
抱
え
、
そ
れ
が
内
部
崩
壊

を
も
た
ら
し
得
る
、
と
い
う
考
え
に
も

と
づ
く
。
変
化
す
る
経
済
と
市
民
の
要

求
に
応
え
る
た
め
、
中
国
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
構
造
、
と
り
わ
け
共
産
党
は
改
革
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。「
中
国
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
は
、
現
代
中
国
の
開
発
が
数

多
く
の
前
線
で
あ
る
種
の
転
換
点
に
達

し
、
そ
し
て
基
本
的
変
化
が
行
わ
れ
な

い
限
り
、
国
の
成
長
は
停
滞
す
る
と
信

じ
て
い
る
」（
参
考
文
献
⑫
、
三
八
ペ

ー
ジ
）。
こ
の
こ
と
は
現
在
の
中
国
経

済
の
減
速
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ

は
中
国
の
投
資
家
と
市
場
に
依
存
す
る

鉱
業
セ
ク
タ
ー
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
国
々
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。
天
然
資
源
開
発
を
担
う

国
有
企
業
の
多
く
が
負
債
を
抱
え
る
と

い
う
事
実
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
刻
化
す

る
。「
証
券
取
引
所
が
最
高
値
を
つ
け

た
二
〇
〇
七
年
に
総
資
産
の
五
八
％
で

あ
っ
た
そ
の
債
務
は
六
五
％
に
上
昇
し

た
」（
参
考
文
献
⑮
）。

●
我
ら
の
竜
の
海

　

中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
、
こ
の
地
域
に
お

け
る
資
源
開
発
を
伝
統
的
に
支
配
し
て

き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
と
い
っ
た
国
々
の

投
資
家
に
比
べ
る
と
比
較
的
新
し
く
、

額
も
量
も
小
さ
い
。

　

太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ

は
全
般
的
に
増
加
し
て
き
た
。
二
〇
〇

三
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
一
〇
年

間
の
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
累
計
で
約
六
億

八
九
二
〇
万
米
ド
ル
。
主
た
る
投
資
先

は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
Ｐ
Ｎ
Ｇ
）

（
三
億
一
三
〇
〇
万
米
ド
ル
）
で
、
こ

れ
に
サ
モ
ア
（
二
億
五
二
〇
〇
万
ド

ル
）、
フ
ィ
ジ
ー
（
一
億
一
一
〇
〇
万

米
ド
ル
）
が
続
く
。
二
〇
一
二
年
に
オ

セ
ア
ニ
ア
に
対
す
る
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
額

は
、
一
〇
年
前
の
四
二
万
米
ド
ル
（
〇

三
年
）
か
ら
一
億
四
八
一
〇
万
米
ド
ル

へ
増
え
た
。
島
嶼
国
に
対
す
る
中
国
の

Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
、
〇
六
年
の
三
三
二
七
万
米

ド
ル
、
〇
八
年
の
三
七
九
四
万
米
ド
ル

に
比
べ
て
、
〇
七
年
は
一
億
九
三
六
〇

万
米
ド
ル
と
突
出
し
て
い
た
（
参
考
文

献
⑱
、
三
ペ
ー
ジ
）。

　

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
問
題
は
、
中

国
の
外
国
援
助
と
資
源
ア
ク
セ
ス
と
の

関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
資

源
開
発
、
と
り
わ
け
鉱
業
投
資
の
重
点

国
で
あ
る
Ｐ
Ｎ
Ｇ
と
フ
ィ
ジ
ー
は
、
こ

の
地
域
に
対
す
る
中
国
の
援
助
と
借
款

の
受
益
国
と
し
て
大
き
な
部
分
を
占
め

る
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
ジ
ー
に
お
け
る

「
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
累
積
額
は
二
〇
一

一
年
の
一
億
米
ド
ル
（
一
億
九
四
〇
〇

万
フ
ィ
ジ
ー
ド
ル
）
か
ら
二
〇
一
四
年

の
二
億
ド
ル
（
三
億
八
九
〇
〇
万
フ
ィ

ジ
ー
ド
ル
）
以
上
へ
と
増
加
し
た
（Fiji 

T
im

es, O
ct.25, 2014

）。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
中
国
は
オ
セ
ア
ニ

ア
に
対
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
政
治
的
関

与
を
深
め
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
以
降
、

中
国
は
、「
中
国
・
太
平
洋
経
済
開
発

協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す
る
。
二

〇
〇
六
年
四
月
の
第
一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
太
平
洋
島
諸
国
の
政
府
首
脳
が

一
同
に
会
し
、
当
時
の
胡
錦
濤
国
家
主

席
が
出
席
し
た
。
二
〇
一
四
年
一
一
月

に
は
、
習
近
平
国
家
主
席
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
開
催
さ
れ
た

Ｇ
20
会
合
の
後
、
フ
ィ
ジ
ー
を
訪
問
し
、

太
平
洋
島
諸
国
と
の
経
済
的
・
戦
略
的

な
紐
帯
の
強
化
を
目
的
に
、
バ
イ
ニ
マ

ラ
マ
首
相
（Jasaia Bainim

aram
a

）

と
五
つ
の
協
定
に
調
印
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
国
と

し
て
、
同
地
域
の
政
治
的
支
持
と
資
源

を
獲
得
し
た
い
中
国
の
意
図
の
あ
ら
わ

れ
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
中
国
は
オ
セ
ア
ニ
ア
に
関
心
を

も
つ
唯
一
の
新
興
大
国
で
は
な
い
。
習

国
家
主
席
の
訪
問
は
、
Ｇ
20
会
合
後
に

イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ（N

arendra M
odi

）

首
相
が
フ
ィ
ジ
ー
に
立
ち
寄
っ
た
後
に

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

世
界
で
成
長
す
る
ふ
た
つ
の
経
済
大
国

に
と
っ
て
オ
セ
ア
ニ
ア
が
次
第
に
重
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
太
平
洋

島
嶼
国
が
経
済
的
・
政
治
的
パ
ー
ト
ナ

シ
ッ
プ
を
求
め
て
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け

て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

鉱
業
セ
ク
タ
ー
で
は
、
中
国
の
最
大

の
投
資
先
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ
と
フ
ィ
ジ
ー
で
あ

る
。
両
国
は
中
国
の
強
力
な
外
交
的
盟

友
で
あ
り
、
人
口
と
経
済
に
関
し
て
島

嶼
国
で
最
大
の
国
で
あ
る
。
Ｐ
Ｎ
Ｇ
で

は
、
国
有
企
業
で
あ
る
中
国
冶
金
科
工

集
団
公
司
の
子
会
社
が
マ
ダ
ン
州
ラ
ム

（Ram
u

）
の
一
四
億
米
ド
ル
の
ニ
ッ

ケ
ル
・
コ
バ
ル
ト
鉱
山
を
所
有
・
運
営

す
る
。
こ
れ
は
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る

中
国
単
独
の
鉱
山
投
資
と
し
て
今
日
ま

で
で
最
大
で
あ
る
。
く
ず
鉱
の
海
中
処

分
に
よ
り
周
辺
海
域
が
汚
染
さ
れ
る
こ
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と
へ
の
懸
念
や
劣
悪
な
労
働
条
件
か
ら
、

会
社
と
慣
習
的
土
地
所
有
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

政
府
と
の
関
係
が
安
定
せ
ず
、
そ
の
立

ち
上
げ
は
課
題
が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
中
国
は
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ

ル
（ExxonM

obil

）
が
Ｐ
Ｎ
Ｇ
で
生

産
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の

主
要
な
買
い
手
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
二

〇
〇
九
年
一
二
月
、
中
国
石
油
化
工
集

団
（
シ
ノ
ペ
ッ
ク
）
の
子
会
社
と
、
エ

ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
の
子
会
社
は
年
二
〇

〇
万
ト
ン
の
長
期
売
買
契
約
を
締
結
し

た
。
シ
ノ
ペ
ッ
ク
の
山
東
省
青
島
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
二
〇
年
間
に
わ
た

っ
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
供
給
さ
れ
る
。
長
期
供

給
契
約
を
も
つ
四
つ
の
主
要
な
顧
客
―

―
シ
ノ
ペ
ッ
ク
、台
湾
中
油
、大
阪
ガ
ス
、

東
京
電
力
―
―
は
す
べ
て
ア
ジ
ア
に
あ
る
。

　

次
に
漁
業
に
つ
い
て
は
、
オ
セ
ア
ニ

ア
に
お
け
る
漁
業
は
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

台
湾
な
ど
に
よ
っ
て
長
ら
く
支
配
さ
れ

て
き
た
。
中
西
部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委

員
会
（W

estern and Central Pacific 
Fisheries Com

m
ission

：
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ

Ｃ
）
に
よ
れ
ば
、「
中
国
は
、
太
平
洋

に
お
け
る
ま
ぐ
ろ
漁
を
一
九
八
八
年
に

開
始
し
た
」（
参
考
文
献
⑰
、
四
ペ
ー

ジ
）。
中
国
の
延
縄
漁
船
は
公
海
や
太

平
洋
島
嶼
国
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
（
排
他
的
経
済

水
域
）
の
な
か
で
操
業
す
る
。
一
九
八

八
年
に
中
西
部
太
平
洋
地
域
に
お
い
て

操
業
す
る
中
国
の
延
縄
漁
船
は
七
隻
で
、

ま
ぐ
ろ
類
の
漁
獲
高
は
四
二
ト
ン
（
丸

の
状
態
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
九

四
年
に
漁
船
数
は
四
五
七
隻
、
名
目
漁

獲
量
で
一
万
四
〇
六
二
ト
ン
へ
と
劇
的

に
増
加
し
た
。
そ
の
後
漁
船
数
は
減
少

し
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
中
国
の
延
縄

漁
船
は
一
九
九
隻
へ
と
再
び
増
加
し
た
。

今
日
で
は
、
中
国
は
こ
の
地
域
で
最
大

の
漁
船
団
を
有
し
、
ま
ぐ
ろ
総
漁
獲
高

の
二
五
％
を
し
め
る
。

　

中
国
の
延
縄
漁
船
に
関
す
る
大
き
な

懸
念
は
、
そ
れ
が
政
府
の
補
助
を
受
け

て
い
て
、
他
国
の
舟
が
そ
れ
と
競
争
す

る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
政
府
は
、
こ
の
地
域
で
漁
業
を
行

う
中
国
船
の
燃
料
費
の
三
五
％
を
補
助

し
、
ま
た
中
国
で
水
揚
げ
す
る
船
に
は

一
五
％
の
リ
ベ
ー
ト
が
支
払
わ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
国
内
に
お
け
る
加

工
を
奨
励
し
地
元
で
の
雇
用
を
創
出
す
る
。

　

最
後
に
、
林
業
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ
と
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
。
木
材

生
産
に
関
係
す
る
の
は
圧
倒
的
に
マ
レ

ー
シ
ア
と
韓
国
の
企
業
で
あ
る
。
通
常

マ
レ
ー
シ
ア
企
業
は
中
国
系
マ
レ
ー
シ

ア
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
が
、
中
国

人
と
の
関
連
や
中
国
に
支
援
さ
れ
て
い

る
証
拠
は
な
い
。「
Ｐ
Ｎ
Ｇ
の
木
材
輸

出
先
と
し
て
中
国
の
重
要
性
が
高
ま
る

こ
と
と
に
何
ら
か
の
関
係
は
あ
り
得
よ

う
」（
参
考
文
献
③
、
五
一
ペ
ー
ジ
）。

同
様
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
も
主
要
な
木

材
会
社
を
中
国
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
が
所

有
す
る
。
フ
ィ
ジ
ー
で
は
、
マ
ホ
ガ
ニ

ー
の
ほ
か
、
松
が
主
に
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ

と
し
て
中
国
と
日
本
に
輸
出
さ
れ
る
。

中
国
は
林
業
の
生
産
段
階
に
お
い
て
は

目
立
た
な
い
が
、
市
場
と
し
て
は
重
要

で
あ
り
、
と
り
わ
け
Ｐ
Ｎ
Ｇ
と
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
の
木
材
生
産
を
増
加
さ
せ
て
き

た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
で
は
商
業
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な

木
材
は
一
〇
年
か
ら
一
五
年
で
枯
渇
す

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
な
れ
ば

こ
の
国
の
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
政
策
的
含
意

　

中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
太
平
洋
島
嶼
国
の

資
源
開
発
の
生
産
に
お
い
て
も
市
場
と

し
て
も
必
ず
や
主
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

な
る
だ
ろ
う
。
太
平
洋
島
嶼
国
、
と
り

わ
け
メ
ラ
ネ
シ
ア
諸
国
の
よ
う
に
資
源

依
存
型
経
済
を
も
つ
国
は
、
中
国
経
済

と
そ
れ
が
い
か
に
自
国
経
済
に
影
響
す

る
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

太
平
洋
島
嶼
経
済
は
中
国
経
済
と
ま
す

ま
す
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

資
源
開
発
へ
の
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
増

加
は
、
こ
の
地
域
の
地
政
学
的
な
問
題

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
だ
ろ
う
。
そ
の

多
く
は
現
実
の
脅
威
と
い
う
よ
り
も
、

認
識
上
も
の
で
あ
る
。
中
国
は
鉱
物
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
採
掘
に
お
い
て
ま

だ
相
対
的
に
小
さ
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
生
産
に
お
い
て
中
国
は
目

立
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
近

い
将
来
に
中
国
が
鉱
業
セ
ク
タ
ー
に
お

い
て
他
国
の
投
資
家
と
競
争
す
る
こ
と

は
あ
り
そ
う
に
も
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
中
国
船
と
遠
洋
漁
業
国
と
の
間
で

直
接
の
競
争
を
生
ん
で
い
る
漁
業
に
つ

い
て
は
話
が
異
な
る
。

●
結
論

　

オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
資
源
開
発
へ

の
中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
必
ず
増
加
し
、
多

く
の
太
平
洋
島
嶼
国
に
と
っ
て
以
前
は

存
在
し
な
か
っ
た
経
済
機
会
を
提
供
す

る
だ
ろ
う
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
中
国

の
経
済
的
・
政
治
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
将

来
も
さ
ら
に
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の

地
域
を
経
済
的
、
政
治
的
・
戦
略
的
に

長
ら
く
「
支
配
」
し
て
き
た
伝
統
的
開

発
パ
ー
ト
ナ
ー
や
欧
米
諸
国
は
、
こ
れ

を
「
脅
威
」
と
し
て
描
く
。
し
か
し
な

が
ら
、
太
平
洋
島
嶼
国
に
と
っ
て
こ
れ

は
機
会
で
あ
る
。
中
国
は
、
太
平
洋
島

嶼
国
が
こ
の
関
係
か
ら
得
ら
れ
る
利
益

を
確
保
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
マ
ネ

ー
ジ
す
る
か
島
嶼
国
が
学
ば
ね
ば
な
ら



アジ研ワールド・トレンド No.244（2016. 2）　　48

な
い
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い
て
は
多
様
な

見
解
が
あ
る
。
中
国
の
投
資
家
は
多
様

で
あ
り
、
天
然
資
源
開
発
へ
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
産
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
異
な
る
。
島
嶼
国
経
済
へ
の
影
響
は

顕
著
で
あ
り
、
今
後
も
重
要
で
あ
り
続

け
る
の
で
あ
る
。
近
い
将
来
も
中
国
の

投
資
家
は
こ
こ
に
居
続
け
る
。
オ
セ
ア

ニ
ア
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
竜
に
餌
を

や
っ
て
手
な
ず
け
、
そ
し
て
そ
れ
に
乗

っ
て
開
発
と
い
う
冒
険
に
出
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
た
や
す
い

任
務
で
は
な
い
。

（T
arcisius K

abutaulaka

／
ハ
ワ
イ
大

学
太
平
洋
諸
島
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
、

訳
＝
今
泉
慎
也
）

※ 

本
稿
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
主
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
太
平
洋
島
嶼
国
の

開
発
と
資
源
：
持
続
的
可
能
な
開
発

と
生
存
戦
略
」（
二
〇
一
五
年
五
月

二
二
日
）
の
報
告
ペ
ー
パ
ー
を
抄
訳

し
た
も
の
で
あ
る
。
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